No.　　　　　　　
令和　　年　　月　　日
警備計画書（交通誘導警備）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　御中
	作成者の名称
	

	作成の責任者
	

	連絡先
	



■ 1　工事の概要
	工事件名
	

	発注者
	

	元請（施工者）
	名称：　　　　　　　　　現場代理人：　　　　　　　電話：

	工事の内容
	

	工期
	令和　　年　　月　　日 〜 令和　　年　　月　　日

	作業の時間帯
	□ 日勤　：　〜　：　　□ 夜勤　：　〜　：　（休憩　　分）　休工日：

	雨・雪のとき
	□ 作業する　□ 中止（決める人：　　　　　　連絡の期限：　　　　　）


■ 2　工事の場所と道路
	工事の場所
	住所：　　　　　　　　　　　　　　　路線名：

	道路の種類
	□ 高速自動車国道・自動車専用道路　□ 公安委員会が定めた路線　□ 国道　□ 道道　□ 市町村道　□ 私有地

	交通規制の形
	□ 片側交互通行　□ 車線規制　□ 通行止め・う回　□ 工事車両の出入口　□ 歩行者の通路の付け替え

	道路使用許可
	許可番号：　　　　　　　　許可の条件（警備員の配置など）：

	道路占用許可
	□ 要（□ 取得済み　□ 申請中）　□ 不要

	交通の状況
	（例：朝夕の混む時間帯・通学路かどうか・近くの交差点や店の出入口）


■ 3　警備の体制
	警備業務の区分
	第2号（交通誘導警備）

	警備員の人数
	　　人（交代の要員　　人を含む）　うち交通誘導警備業務の検定合格警備員：1級　　人・2級　　人

	交代・休憩の組み方
	

	指揮の流れ
	元請の現場代理人 ⇔ 警備の責任者（隊長） ⇒ 各持ち場の警備員（報告は逆の順に上げる）


※ 高速自動車国道・自動車専用道路と、公安委員会が必要と認めて定めた路線（北海道は北海道公安委員会の告示）で交通誘導をするときは、交通誘導警備業務の1級か2級の検定合格警備員を、場所ごとに1人以上置きます（警備員等の検定等に関する規則第2条）。
■ 指揮・連絡の担当
	役割
	氏名
	連絡の手段
	持ち場

	元請の現場代理人
	
	
	

	警備の責任者（隊長）
	
	
	

	入口側の誘導
	
	
	

	出口側の誘導
	
	
	

	工事車両の出入口の誘導
	
	
	

	歩行者の誘導
	
	
	


■ 4　配置表（持ち場）
	No.
	持ち場（位置）
	任務
	時間帯
	人数
	うち検定
	合図の方法

	1
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	
	

	7
	
	
	
	
	
	

	8
	
	
	
	
	
	

	9
	
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	




■ 5　配置図（交通規制図）
交通規制図を貼るか、書き込んでください。工事の場所の手前の予告の標識・規制の区間・誘導員の立つ位置（持ち場の番号）・歩行者の通路・工事車両の出入口・警備員の退避の場所を書き入れます。
	


■ 6　合図と連絡
	入口と出口の合図
	□ 無線　□ 旗　□ 誘導灯　□ その他（　　　　）

	連絡の手段
	□ 無線（チャンネル：　　　）　□ 携帯電話　□ その他（　　　　）


	連絡先
	名称・担当者
	電話番号
	備考

	元請（現場代理人）
	
	
	

	発注者
	
	
	

	警備会社（警備の責任者）
	
	
	

	所轄の警察署
	
	
	

	道路の管理者
	
	
	

	消防（救急）
	
	
	

	近くの医療機関
	
	
	


■ 7　歩行者・自転車への配慮
	相手
	配慮すること

	子ども（通学路・登下校の時間）
	

	高齢の方
	

	車いす・ベビーカー
	

	自転車
	

	夜間の歩行者
	


■ 8　季節・天候への備え
	冬
	□ 予告の区間を長めにとる　□ 砂まき・滑り止め　□ 迂回路の除雪の段取り　□ 除雪の車の動きを確かめる

	夏
	□ 熱中症の対策（休憩の回数・水分）　□ その他（　　　　）

	吹雪・大雨・雷のとき
	作業を止めると決める人：　　　　　　　　警備員の退避の場所：


■ 9　緊急のときの対応
	起きたこと
	最初にすること
	判断する人
	連絡する先

	交通事故
	
	
	

	通行者・作業員のけが
	
	
	

	工事車両と車・人の接触のおそれ
	
	
	

	天候の急変（吹雪・大雨・雷）
	
	
	

	急病（熱中症など）
	
	
	

	通行者・近所の方からの苦情
	
	
	


※ 警備員は、車を止めるなどの強制する権限を持っていません（警備業法第15条）。誘導は、通る方に協力をお願いする形で行います。
■ 10　資機材
	品名
	数量
	用意する者
	備考

	誘導灯
	
	□ 警備会社　□ 元請
	

	手旗
	
	□ 警備会社　□ 元請
	

	無線機
	
	□ 警備会社　□ 元請
	

	保安灯
	
	□ 警備会社　□ 元請
	

	カラーコーン・コーンバー
	
	□ 警備会社　□ 元請
	

	工事の看板・矢印板
	
	□ 警備会社　□ 元請
	

	バリケード
	
	□ 警備会社　□ 元請
	

	反射ベスト
	
	□ 警備会社　□ 元請
	


■ 11　添付する資料
	添付する資料
	□ 交通規制図　□ 道路使用許可の写し　□ 工程表　□ 図面　□ 連絡先の一覧



	作成
	確認（元請）
	承認

	
	
	



この書式の使い方
・枠の中に書き込みます。□ のついた項目は、当てはまるものの □ を ■ に変えてください。分からない項目は空けたままでかまいません。
・配置図の欄には、会場図・交通規制図を貼るか（挿入 → 画像）、別の紙として添えてください。
・警備計画書は、法律で決まった書式ではありません。警備業者が契約の前と後に渡す書面（警備業法第19条）は、契約書・警備計画書など複数の書面に分けてもよいとされています（警察庁「警備業法等の解釈運用基準」）。警備計画書を書面の一部にするときは、警備業法施行規則第33条の事項（日と時間帯・場所・人数と担当業務・資機材・事故のときの措置など）が書かれているかを確かめてください。
・書き方の解説：https://l-security-lit.com/column/security-plan-template
	ご利用にあたって
このひな型は L.SECURITY（合同会社LIT・北海道公安委員会認定 第10001029号）が作成しました。https://l-security-lit.com
このひな型は、一般的な項目をまとめた参考の書式です。L.SECURITY（合同会社LIT）が実際の契約や業務で使っている書式ではありません。ご利用の際は、内容をご自身でご確認のうえ、必要に応じて弁護士などの専門家にご相談ください。このひな型を使ったことによる損害について、当社は責任を負いかねます。
※ この注意書きと作成者の欄は、書式を使うときに消してかまいません。






